
災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（　　　　　　）

災 年齢 ６４歳 性別：　男　　女 勤続年数 ６４年 経験年数 10年

者 傷病名

傷病部位

状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災 　１０時の休憩後に、現場に戻る際に、食堂出口と

手洗い場の段差に躓いて転倒して右手首、左ひざ

害 顔をコンクリート地面に打ち付けた。

その際に、手足、口元に擦り傷、前歯の一部を 食堂 手洗い場

発 破損した。

生

転倒

状

況

災害の型※１） 2 転倒 作業の形態：定常、非定常、その他（　　　　　）

起因物： 段差 特記事項

1.人的要因(man)

原 暑さによる疲労で、注意力が散漫になっていた。

因 段差がある事を認識して、足を上げたつもりでいたが引掛けてしまった。

分 2.物に関する要因（machine）

類

3.環境要因（media)

4.管理的要因（management)

対 休憩時以外でも小まめな休憩と水分補給を取る様に指導

策 段差部分に注意喚起の塗装をする。

対策分類
※2)1-2事故の想定と対応

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

調色センター

発生会社　事業所 　

病名　（ 擦り傷・破損）　　

手足、口元損傷と前歯の一部破損

災害区分 　　　　　不休災害　　　　　　　　　　　休業災害　(休業：△日）　　

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

　2018年　　7月11日（水）　10時00分　　　天候（　晴　）　温度（　-℃）湿度（　-％）
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